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開館時間／ 11：00 ― 17：30　定休日／会期中水曜日

入館料／ 500円 （コーヒー or 抹茶＋お菓子付）

〒250 ― 0311 神奈川県足柄下郡箱根町湯本351 ― 2　Tel .0460 ― 83 ― 8166
http ://tenji.nanohana.co/　[休館時連絡先] 菜の花暮らしの道具店 Tel .0465― 22― 2923

協賛／和菓子菜の花

◯自動車でお越しの方
国道一号線「三枚橋」信号から三枚橋を渡り、旧街道沿いセブンイレブン手前を左折 100m上る。小田原厚 木道路・西湘バイパ

スをご利用の場合は、「箱根口インター」でおり、国道一号を箱根方面へ、三枚橋を左折してください。

三島方面より箱根新道でお越しの方は、「須雲川インター」が使えません。箱根新道料金所を過ぎ次の降り口「山崎インター」よ

り国道一号線を箱根方面へお進みください。

◯電車でお越しの方
箱根湯本駅を下車し富士屋ホテルへの橋を渡り箱根町役場方向に、進み、旧街道へ。湯本駅より徒歩 10分です。 

小田原
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箱根・森のバウム　森のルッカ
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箱根菜の花展示室

まんじゅう屋

菜の花

＜略歴＞

1948年東京生まれ。東京藝術大学油画科、同大学院修了。

1984年春陽展新人賞、

1987年第64回春陽展賞を受賞。

1989年にそれまでの細密な画風を転換し、

1996年「夢酔」で第39回安井賞を受賞した。

制作は油彩、テンペラにとどまらず、版画、立体、エンコスティッ

クや膨大な量のドローイングを試み常に新しい絵画の可能性を

探求している。

現在、ギャラリー椿を中心に国内外で多数の個展

（ Hopper House、なんば高島屋、京都、JR名古屋、横浜、高崎

各高島屋、日本橋三越、BUNKAMURA GALLERY、他）

＜グループ展＞

(春陽展、安井賞展、北京ビエンナーレ日本秀作美術展、安井

賞40年の軌跡展、In commemoration of the 100th an-

niversary of Wisconsin Painters and Sculptures 

inc .U.S　Set Monado /バルセロナGaleria Dart Zero、

RITA YANNY 小林裕児二人展、韓日交流美術展ソウル、具

象の未来へ（シンフォニア岩国 ) に参加する一方、1999年にコ

ントラバシストの齋藤徹氏と共にスタートしたライブペインティ

ングでは観客とともにある美術の新しい楽しみ方を模索、北直

毅、ジャン・サスポータス、ミッシェル・ドネダ、バール・フィリッ

プ、岩下徹、上村なおか、東野洋子、ソンハ、内田慈、広田淳一等

内外の様々な音楽家、美術家、ダンサー、演劇人と共に模索中

＜現在＞

多摩美術大学教授、一般社団法人春陽会会員

＜コレクション＞

横浜美術館、オペラシティアートギャラリー、黒部市立美術館、

佐久市立美術館、新潟市美術館、宮崎県立美術館、第3.4回北

京ビエンナーレ組織委員会、光州市美術館、社会福祉法人新生

会、山の上ギャラリー、明星大学、青山学院大学女子短期大学、

あきる野市

http ://yuj i-kobayash i .net

土の部屋と出会う
２０１３年5月10日 .金 ― 5月19日 .日
作家在廊日　5月12日(日)、19日(日)

Open １１：００―１７：３０／Close 15日（水）

小林裕児さんによるライブペインティング < 5月12日／16時から>

小 林 裕 児 Yu j i  K o b ay a s h i

写真／酒井 猛

・馬上遊戯 ・山羊を抱く人 ・少女

・雨

遠藤柊一郎さんのコントラバス演奏に合わせてのライブペインティング

を、会場にて行います。終了後は、お二人を囲んでワインとパンを。

◆会費1,200円 (入館料込み)

◆お申し込みは電話にて承ります。(電話：0465－24－7020)

先日、小林裕児さんが毎日ドローイングを描き続けていることを知った。

そのノートには、色あせた古布が貼りつけてあったり、渋紙がほどこされ

たりした上に彩色され、強い線で人物が浮かびあがってくる。めくる

一枚、もう一枚とひっぱがして持ち去りたい気にさせる。

舟出するロングボードや、小舟に乗って、森や海へくり出して、人と動物

や鳥たちと出会う。中世のフレスコ画の中にまでまぎれこんで、又、劇場

の人物のかたわらにいて、言葉を失った本人は物語を描いているようだ。

僕はといえば、21年ぶりの再会なのであった。

今回は、「土の部屋と出会う。」というテーマで、土間と土壁の菜の花

展示室が舞台。 

そこで５月１２日（日）には、東フィルのコントラバス奏者、遠藤柊一郎君

とのライブペインティングの企画を立てました。

ぜひお出かけください。

２０１３年４月吉日　菜の花 高橋台一

In commemoration of the 100th-anniversary of 

Wisconsin Painters and Sculptures inc .U.S　

Set Monado/バルセロナGaleria Dart Zero、

・地の宙 ・何処から


